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ヴェルディのオペラ「エルナー二」
倉　田 稔
　ジュッゼッペ・ヴェルディ（Giuseppe　Verdi，1813－1901）は，イタリアのロマン派オペラを代
表する作曲家である。おそらくイタリア最高のオペラ作曲家である。私は，オペラ作曲家として
は彼が世界一だと思っている。彼は，パロマ王国のある寒村ロンゴレで，田舎宿の子として生ま
れた。そこは当時，ナポレオンの支配下にあった。その後，再びオーストリアの支配下になった。
ウィーン会議で決められたのであった。イタリアは，ナポリとサルディニア以外はオーストリア
支配となるのである。
　ヴェルディは幼少から楽才を認められ，ブセートとミラノで音楽を学んだ。ヴェルディの初期
のオペラの1つは，25才で作曲した「オベルト」であり，スカラ座で上演された。1842年に「ナ
ブッコ」を作曲し，これは，ユダヤ人を題材にした民族解放のオペラだった。1843年に「十字軍
のロンバルディア人」，1844年に「エルナー二」，1847年に「アッティラ」を作曲する。1849年の
オペラ「レニャーノの戦い」は，かつてのドイツ対イタリアの民族戦争を扱った。神聖ローマ帝
国皇帝フリードリヒ1世（ドイツ王）のイタリア侵攻を，！！76年に，ロンバルディア都市同盟が
レニャーノで破った史実を題材とした。これは，北イタリアのオーストリアに対する独立運動の
風潮に投じて成功した。上演された時，熱狂的な反応を引き起こした。
　1848年のヨーロッパ革命はイタリアにも広がった。ミラノはオーストリア軍を撤退させた。
ヴェネチアは共和国を宣言した。その後，ローマ共和国も成立した。ヴェルディは革命の指導者
マッツィー二に，賛歌「ラッパの響き」を作曲して送った。その後，各地の反乱が失敗に終わり，
再びオーストリアが戻って来た。それに対し，リソルジメント（復興）運動が起きる。！851年初
演の「リゴレット」で，ヴェルディは名声を得る。これは，オーストリアの検閲が，共和主義的
だと反対したので，場面をフランスからイタリアへ，国王を公爵に，題名を「呪い」から「リゴ
レット」へ変えたものである。リゴレットは道化役である。ユーゴーの「王様ご乱行」をもとに
している。1853年の「イル・トロヴァトーレ」，1853年の「椿姫」（「ラ・トラヴィア一図」）で，
彼は名声を確立した。「椿姫」は，小デュマの有名な物語を題材にした。1855年に「シチリア島の
夕べの祈り」を作曲する。これは13世紀フランス支配下のシチリア島の暴虐への反乱と恋の物語
である。57年に，「シモン・ポッカネグラ」を作曲する。これはイタリア統一構想を持っていた中
世ジエノアの統領の物語である。ヴェルディは1861年，カヴールωの推挙で第～回イタリア国民
議会の議員に選ばれ，65年まで，音楽と演劇の改革に尽力した。レセップス（1805－94）がスエズ
運河を1869年に開通させ，スエズ運河開通の祝賀のためにエジプトのカイロで初演された「ア
イーダ」（1871年）で，ヴェルディは彼の芸術の頂点に達した。その後，ワーグナーの楽劇の影響
による，シェークスピアの「オテロ」（1884年），シェークスピアの「ウインザーの陽気な女房た
ち」による：喜劇「ファルスタフ」（！893年）で，新境地を開いた。その他，1792年のスウェーデ
ン国王グスタフ3世の暗殺事件を扱う1859年初演の「仮面舞踏会」，1862年初演の「運命の力」，
1867年初演の，シラー原作の「ドン・カルロス」　　これの主人公は，フェリペ2世の息子である
一，シェークスピアによる「マクベス」がある。オペラではないが，イタリアの国民的大作家ア
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レッサンドロ・マンゾーニの一周忌のために作曲した「レクイエム」は有名である。ヴェルディ
の音楽は，リソルジメント（＝復興，イタリア解放運動）の勇士たちを激励した。またヴェルディ
の字は，イタリア王ヴィットリオ・エマヌエレの頭文字を連ねたものと同じであった。1859年，
ピエモンテ王国の宰相カヴールはロンバルディアからオーストリアを追放した。そして北部・中
部のイタリア，そしてパルマ公国もピエモント王国と統一をきめるのだった。ピエモンテ国王
ヴィットリオ・エマヌエレは，1866年，回外戦争に乗じてヴェネチアを，1870年越普仏戦争に乗
じてローマを獲得し，統一されたイタリアの国王になる。
　この濠rエルナー二」の作家は，ヴィクトル・ユーゴー（！802－85）である。19世紀フランスの
大詩人，作家である。ユーゴーは，「東方詩集」，「ノートルダム・ド・パリ」，「レ・ミゼラブルJ
で，有名である。1830年，ユーゴーの劇「エルナー二」（Herna鷺1）が，パリのコメディー・フラ
セーズ座で初演された。これは事件と言われ，ここで，フランス古典劇の時代が，ロマン主義へ
の時代になった（2）。ロマン主義とは，文学芸術における解放運動であり，あらゆる束縛からの人間
解放を唱った。
　オペラ「エルナー二」（Emani，邦訳　中公文庫）は，ヴェルディ作曲の，彼の初期のロマン的
歌劇であり，台本は，ヴィクトル・ユーゴーの戯曲で，ピアーヴェ（フランチェスコ・マリア・
ピアーヴェ，1810－1876）の台本である。イタリア語である。作曲年は，1843から44年で，初演
が1844年である。
登場人物
エルナーニ　　　　　　　テノール　　貴族，盗賊
エルヴィーラ　　　　　　ソプラノ
スペイン大公シルヴァ　　バス
カスティリアの王子，後に国王，ドン・カルロス，神聖ローマ帝国皇帝カール5世
　　　　　　　　　　　　バス
　このオペラは，日本ではあまり知られていない。私がいつも参照する『歌劇大鑑』（3）にも入って
いない。そこで少し紹介する必要がある。
　これは，スペイン大公のドン・シルヴァ（バス）の姪・エルヴィラ（ソプラノ）をめぐり，カ
スティリアの王子ドン・カルロス（バス），それを父の仇としてつけねらうエルナー二ことアラゴ
ンのドン・ファン（テノール），それにドン・シルヴァがおりなす三重の人間模様を描いた作品，
である。かつてロンドンでババロッティが演じた。主要曲は，「芝生に光る露のごとく」（Come
roglada　al　cespite．テノール），「おお恋する心を君に」（O　tu　che　l’alma　adora．テノール），「不
幸な人よ」（lnfelice．バス），「カスティリアの獅子を目覚めしめよ」（Si　rides£i　dl　leon　di　Castiglla．
コーラス），「エルナー二よ，一緒に逃げて」（Ernani，　Erna盤i　invola面．ソプラノ）である。
　ストーリーは，ポリグラム社瓢デッカ・レコード・ロンドンのCDにあるジャン算クロード・ボ
アイエの文の翻訳によれぽ，こうである。
第1部
　セゴヴィア公爵だった父親をスペイン国王ドン・カルロの父親に殺されたアラゴンの貴族ド
ン・ファンは，復讐のために盗賊となり，国王の使者に追われている。アラゴンの山中に逃れた
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彼は，エルナー二という名で，国王に反する賊の長になった。エルナー二は，美しいドンナ・エ
ルヴィーラを愛し，彼女も盗賊の長である彼を愛している。だがエルヴィーラは，年老いたドン・
ルイ・ゴメス・デ・シルヴァ公と婚約している身。そのうえ国王ドン・カルロまでもが，彼女に
恋をしている。
　シルヴァ公の城。夜もふけ，ドンナ・エルヴィーラはひとり，寝室で休んでいる。エルナー二
の合図を真似てエルヴィーラの寝室に潜り込んだドン・カルロは，そこで彼女に熱烈な愛の告白
をする。しかし拒絶され，王は力ずくでエルヴィーラをものにしようとする。そこへ秘密の扉か
らエルナー二が現れる。エルナー二と国王が激しく言い争っているところへ，シルヴァ公が登場。
シルヴァは，目の前の男が国王であることに気づかず，二人の誘惑者に決闘を申し込む。すると
国王が身分を証し，新しい皇帝を選ぶにあたってシルヴァ公の意見を聞きに来たのだと伝え，自
身で復讐の手を下すべくエルナー二を逃してやる。
第2部
　エルナー二が死んだという噂を信じてしまったドンナ・エルヴィーラは，シルヴァ公との結婚
に同意する。結婚式の前日，華やかなお祝いの準備が整いつつある。シルヴァ公の城に，国王の
兵に追われたエルナー二が，巡礼姿に変装してやって来る。エルヴィーラの結婚を知ったエルナー
二は，シルヴァ公に身分を明かし，愛する女性のいない人生など無意味だと言って，国王に身柄
を引き渡すよう求める。だがシルヴァ公は，客人を守るという騎士道精神に従い，自分の兵を挙
げてまでエルナー二を城にかくまおうとする。衛兵に命令を出して部屋に戻ったシルヴァ公は，
エルナー二の腕に抱かれるエルヴィーラの姿を目にする。その瞬間，国王が兵を引き連れて：城に
入ってくる。シルヴァ公は，ふたりに怒りをぶつけることができないまま，エルヴィーラに部屋
に戻るよう命じ，エルナー二を秘密の部屋にかくす。エルナーこの引渡しを求める國王の命令に
応じないシルヴァ公に対し，国王は処刑を宣告する。だがそこヘエルヴィーラがかけつけ，慈悲
を求める。心動かされた王は，シルヴァ公をその場で殺すことを思いとどまるが，人質としてエ
ルヴィーラを連れ去る。
　国王たちが去ると，シルヴァ公はエルナー二に決闘を申し込む。しかしエルナー二は断わる。
そして国王がエルヴィーラを恋していることをシルヴァ公に明かし，「ふたりで彼女を救いだし，
その後で決闘に応じよう」と提案する。そして自分の狩りのラッパを手渡し，これが鳴ったら自
害すると誓う。
第3部
　シルヴァ公は国王への反逆を画策している。カール大帝の墓があるエクス・ラ・シャベルで国
王暗殺の計画が話し合われる。国王を殺す入間を選ぶくじが引かれ，エルナー二が選ばれる。
　だが暗殺計画のことを知った国王が，集会の場所と時間を探りだして，前もってか一ル大帝の
墓の中に隠れていた，そのとき，ドン・カルロが皇帝に選ばれたことを告げる祝砲が鳴り，国王
ドン・カルロは皆の前に姿を現す。驚くシルヴァ公たちは，一瞬カール大帝の幽霊を前にしたよ
うな錯覚にとらわれる。新皇帝カール5世の誕生を祝う人々が墓地を一気に埋め尽くす。
　エルナー二は自分の本当の身分を明かし，国王を殺そうとした他の貴族たちとともに死なせて
ほしいと求める。しかし必死に許しを乞うエルヴィーラの姿，そして皇帝としての新しい出発を
恩赦で飾りたいという思いもあり，全員を許し，エルナー二に貴族の身分を返し，エルヴィーラ
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との結婚を認める。
第4部
　エルヴィーラとエルナー二の結婚式。アラゴンのエルナー二分野では，ふたりの結婚を祝う仮
面舞踏会が開かれている。エルナー二への復讐心を捨てられないシルヴァ公が，城の森に隠れて，
愛し合うふたりがテラスに姿を現すのを待っている。そして，ふたりが最高の幸せを味わってい
るその瞬間，運命の狩りのラッパを吹く。誇り高い騎士であるエルナー二は，騎士道に背くこと
ができず，残酷な老人とエルヴィーラの目の前で約束どおり自害する。絶望したエルヴィーラは
気を失い，エルナーこの遺体の上に倒れる。
　国立オペラで当日売っていたパンフレット蝿叩εγ邸鶴孟30勿7／施z漉・E㍑α卿によると，ザエ
ルナ一二　あらすじ」（S．94－95）は，こうである。前出のストーリーと微妙に違う所もある。
第一幕　誘拐者
　エルナー二は絶望していた。彼は父も土地も社会的地位も失い，残されたのはエルヴィラに対
する愛だけである。ところがエルヴィラの後見人ドン・シルヴァは，姪である彼女と結婚するつ
もりである。思い余ったエルナー二は，エルヴィラを誘拐しようと決心する。
　シルヴァの城の一室で，エルヴィラはエルナー二に救い出されることを切望している。国王ド
ン・カルロスもエルヴィラに思いを寄せ，彼女の前に登場。強い態度で求愛する。エルヴィラが
決然と拒否しているところへ，エルナー二が現われ，自らの不運の原因である国王と向い合う。
そこヘシルヴァもやってくるが，中の一人が国王だとは気付かず，名誉を守るためと称して二人
に決闘を申し込む。すると国王は正体を明かし，皇帝選挙に関しシルヴァと話し合うために訪れ
たと告げ，シルヴァのエルナー二に対する怒りをそらすが，内心では，いずれエルナー二に復讐
しようと考えている。
第二幕　来訪者
　エルナー二が亡くなったという噂を耳にして，エルヴィラも遂にシルヴァとの結婚を承諾する。
婚礼当日，城では祝宴が繰り広げられる。国王の軍勢から追跡されたエルナー二は，巡礼に変装
してシルヴァの城に現れ，来訪者に対する正当なもてなしを要求する。
　だが，エルヴィラがシルヴァと結婚することを知ったエルナー二は，正体を明かし，シルヴァ
に対し彼を国王の軍勢に引き渡すよう要求する。最愛の人を失って生きるよりは死を選ぶという
のが彼の真情である。
　だが来訪者に対するもてなしを神聖な義務とするシルヴァは，軍勢からエルナー二を守るため，
城の防備を固める。準備を終えて戻ったシルヴァは，エルヴィラとエルナー二が抱き合っている
のを見て激怒するが，そこへ国王の軍勢が到着して事態は急変する。シルヴァは，エルヴィラに
自室へ戻るよう言い渡し，エルナー二を秘密の部屋へ隠す。国王はエルナー二引渡しを要求する
が，客人の身を保護するのは城主の当然の義務であるとして，シルヴァはこれを拒む。腹を立て
た国王は兵士に命じてシルヴァを殺すと脅かすが，そこヘエルヴィラが現れて慈悲を嘆願する。
カルロスはエルヴィラを人質にすることを決める。打ちひしがれたシルヴァは，自らの愛は放棄
できてもエルナー二を引き渡すことは出来ないと語り，国王はエルヴィラを連れ去る。
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　国王が去ると即刻，シルヴァはエルナー二を連れだし決闘を挑む。エルナー二がこれを拒否す
るとシルヴァは，国王もエルヴィラを愛していることを告げる。これを聞いたエルナー二は，当
面の敵であるカルロスに対し盟約を結び，エルヴィラを救出した後は生死をシルヴァに委ねよう
と申し出る。彼は所持品の角笛を渡し，その音が聞こえたときには自ら命を絶つと誓う。
回議幕　皇帝の慈悲
　カルロスはカール大帝の霊廟で，彼の命を狙う謀反者を待ち伏せている。来し方を振り返って
人生のはかなさを思う彼は，神聖ローマ皇帝に選ばれた暁には，カール大帝の偉大な業績を手本
にしょうと歌う。謀反者が登場し，カルロスは身を隠す。国王暗殺者を選ぶためくじが引かれ，
エルナー二が当りくじを引いたため，シルヴァは腹を立てる。
　物陰からカルロスが登場，彼らはカール大帝の霊が現れたと思い驚く。そこへ選帝侯が登場，
カールV世が皇帝に選ばれたことを告げる。エルナー二は，自分がセゴビアおよびカルドーニャ
の公爵，アラゴンのドン・ファンであることを名乗り，他の二人と運命を共にすることを申し出
る。だが新皇帝は，治世の始めを善行で飾りたいと考え，エルヴィラの必死の嘆願を聞き入れて
全員を釈放し，エルナー二に土地を返すとともに，エルヴィラとの結婚を承諾する。
第四幕
　エルヴィラとエルナー二は婚礼を祝い，宮殿で豪華な仮面舞踏会を催す。だが庭に潜むドン・
シルヴァは，二人がテラスに現れるのを待ち受けている。2人が登場して喜びを歌うと，シルヴァ
は運命の角笛を吹き鳴らす。エルナー二は騎士としての誓いを守るため，剣で自らを刺す。老シ
ルヴァが冷酷に見守る前で，絶望したエルヴィラはエルナー二の亡骸に身を投げ出す。
　以上，2つの文で私は読点を補っている。ここでいうカルロス，上の文ではカルロ，つまりカー
ル5世は，ハプスブルク家のカール5世である。史書では名霜とされ，スペインのフェリペ2世
の父である。
　私は，1999年9月1日，ウィーン国立オペラで，ヴェルディの「エルナー二」を見た。新しい
シーズンの開幕の日であった。この日，エルナー二をNeil　Shicoff，ドン・カルロをCarlo　Alvar－
ez，デ・シルヴァをRoberto　Scandiuzzi，エルヴィラをMaria　Guleghina，が演じた。非常によ
かった。主役たちの声量があった。とくにヒロインがそうであった。音楽＝オーケストラも上手
だった。また，昔にくらべ，舞台と装置が近代的になった。ウィーンの国立オペラは，伝統的に，
当時のままに再現しようとしていたのだった（4）。始まりも8時からとなり，20分前に入場となる。
このオペラは長いので，パウゼ＝休憩は計2回だった。
　1999年9月3日，『ディ・プレッセ』1万6Pア6s36．　S．27。に，次の記事が出た。
「厚紙での盗賊気質
　ヴェルディの「エルナー二」が，ウィーン国立オペラの新しいシーズンを開き，舞台で，素敵
さと幾つかの革新を周囲に知らせしめた。
　まとまってはいない（5）！　国立オペラはヴェルディの「エルナー二」を1999／2000年のシーズ
ンの開幕の出し物に選び，この際，音楽的には知られた形式で示された。それに対してオペラ専
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衆は，音楽ドラマの出来事をめぐり，革新を期待している。国立オペラの精神は新しい，プラカー
ドは，たとえあまり目につかない外観をえても，もう別のものだ。プログラムのちらしは，優i雅
に飾られ，それでもほんの少しはまさに進歩だ。おみやげスタンドは，マルモア・ザールからリ
ヒャルト・ワグナー・サロンへ移った。座席案内者の制服は深い黒になり，優雅な金モールによっ
て飾られた。そしていたるところ鉄のどん帳に珍しいオペラのタイトルを全シーズン中，見て楽
しむことができる。
　水曜日に，同じく，リチャード・ハドソンの灰色の紙デザインの中で，グラハム・ヴィックス
のこの「エルナー二」のための，粗野な，歩き・立ち・潜まずきを考えついたことを楽しむこと
ができた。しかしなんといっても，この華麗な，初期のヴェルディ作晶を演じ，そのために目下
最善の可能性の歌手の配役を持てた。そのことは，もちろん，ベルカントの成功が終わりではな
いことを，意味しない。
　それでもナイル・シコフ（エルナー二役一一引用者）は，大いに強烈さを出し，声楽上美しい
状態で示された。ロベルト・スカンディッチはそれと並んでシルヴァ役としてその高貴なバスで
輝：いた，そしてカルロ・アルヴァレスは，たとえちょっと単調だとしても，優雅にドン・カルロ
スを作った。エルヴィーラ役としてマリア・グレギーナは特に，この人々がどれほど水準が高い
かを，今や大いに明らかにした。オーケストラ・ボックスで，フレデリク・シャスリンは，小沢
の稽古によって華麗になっている音楽士たちを，立派に調整した。それに対しコーラスは，夏に
は新鮮だったが，たやすく，いい加減な日常へ戻った。」
　この記事の標題で，「厚紙での」とあるが，i舞台装置が厚紙で作られているからだろう。
　ここで小沢の名を出しているのが興味深い。小沢征爾は，1998年にウィーン国立オペラ座の指
揮者になった。1998・1999年のシーズンで，「エルナー二」の初演は，1998年！2月！4日であっ
た（上記パンフレット，96ページ）。その時の指揮者は，小沢征爾であった。だが1999年9月1
日の「エルナー二」には，小沢は指揮者として載っていない（当日のしおり）。その代わり，フレ
デリク・シャスリンが音楽指導者として挙がっている。つまり小沢が稽古をつけていて，それに
従って演奏したのだ。新聞ではそういう意味を言っている。ここで出て来る，グラハム・ヴィッ
クスは演出，リシャード・ハドソンは衣装，を担当した。
（1）カブール（1810－61）。貴族。新聞「リソルジメント」を発刊。議員になり，1850年入閣，1852年に首相。！859
　年，オーストリアからの独立戦争に勝利。
②　謬フランス文学案内ぶ岩波文庫　133ページ。
（3）太田黒元雄『歌劇大鑑』上下，音楽之友社。
（3）拙書『ウィーンの森の物語書（NHKブックス）で雷及した。
（5）原語は，ausgegliedeτtである。だが，そういう印象はなかった。
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